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 本研究室では、機械学習とシステム制御工学の境界 領域において、主にシステム同定に関する研究を行っ

ています。実システムを精度よくモデル化する場合には、複雑な非線形モデルが必要となります。非線形シス

テム同定問題に対して、我々はこれまでに、機械学習の分野で提案されたベイズ推定の近似手法である変

分ベイズ法や独立成分分析、粒子フィルタなどを応用することにより、従来法よりも推定精度の高い手法を提

案しています。 
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【連絡先】 

 

福永修一 研究室 

ふりがな ふくなが しゅういち 

氏 名：福永  修一 

ｷｬﾝﾊﾟｽ：品川 

所 属：電子情報工学コース 

職 名：准教授 

学位等：博士（工学） 

TEL：03-3471-6331 

FAX：03-3471-6338 

E-Mail：fukunaga(at)metro-cit.ac.jp 

    (at)を@に変えてください 


